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１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）滝川市道路構造等条例について 

（２）滝川市都市公園条例の一部を改正する条例について 

（３）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（河川法関係）  

（４）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（バリアフリー法関係） 

（５）平成24年度建設部工事発注状況について     

（６）平成24年度除排雪計画について 

（７）都市計画の決定について 

（８）滝川市下水道条例の一部を改正する条例について 

（９）滝川市営住宅条例の一部を改正する条例について 

（10）滝川市手数料条例の一部を改正する条例について 

（11）滝川市住宅施策推進検討会報告について 

（12）専決処分について 

（13）公の施設（サンライフ滝川）の指定管理者の指定について 

（14）滝川市丸加高原健康の郷専用水道に置く水道技術管理者の資格に関する条例について  

（15）丸加高原健康の郷の運営について 

（16）横綱白鵬関プロジェクトについて 

（17）平成24年産麦・米の出荷状況について 

（18）新規就農促進対策について 

 

２．第４回定例会以降の調査事項について 

別紙調査項目のとおりとすることに決定した。 



    

３．その他について 

なし。 

 

４．次回委員会の日程について  

12月11日（火）13時30分から開催することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  山 口 清 悦  ○印 



 

 

 

  平成24年11月28日 1 

 2 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 3 

 4 

                                滝川市長 前 田 康 吉 5 

 6 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 7 

 8 

 平成24年11月２日付け滝議第86号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次の 9 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 10 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 11 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 13 

記 14 

 15 

 滝川市長の委任を受けた者 16 

経済部長     五十嵐 千夏雄 17 

経済部次長         居 林 俊 男 18 

経済部商業観光課長        浦 川 学 央 19 

経済部商業観光課副主幹    鎌 塚 忠 夫 20 

経済部商業観光課副主幹    柳   圭 史 21 

経済部商業観光課主査    青 木 康 男 22 

経済部商業観光課駅周辺整備室長   加 地 幸 治 23 

農政部長     若 山 重 樹 24 

  農政部次長     中 島 隆 宏 25 

  農政部参事     多 田 幸 秀 26 

  農政部農政課副主幹    阪 本 康 雅 27 

  農政部農政課副主幹    菊 田 健 二 28 

  農政部農政課主査        山 本 健 裕 29 

建設部長     大 平 正 一 30 

  建設部技監     高 瀬 慎二郎 31 

  建設部土木課長    深 瀬 文 彦 32 

  建設部土木課副主幹    芦 澤   博 33 

建設部土木課副主幹    尾 崎   敦 34 

建設部土木課副主幹    千 葉 一 稔 35 

建設部土木課主査                 近 藤 誕 樹 36 

建設部土木課都市計画室長   千 葉   豊 37 

建設部土木課都市計画室副主幹   山 崎 智 弘 38 

建設部建築住宅課主幹    伊 藤 和 博 39 

建設部建築住宅課副主幹    三 吉 修 司 40 

建設部建築住宅課副主幹    林   仁 彦 41 

建設部建築住宅課主任技師             梶 尾 真 美 42 

建設部建築住宅課主査    薦 田 啓 之 43 

                                    （総務部総務課総務グループ） 44 



 

 

 

第19回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 45 

H24.11.30(金)10:00～ 46 

第 一 委 員 会 室 47 

○ 開   会 48 

 49 

 50 

○ 委員長挨拶（委員動静） 51 

 52 

 53 

１．所管からの報告事項について 54 

 55 

《建設部》 56 

（１）滝川市道路構造等条例について               （資料）土 木 課 57 

（２）滝川市都市公園条例の一部を改正する条例について      （資料） 〃   58 

（３）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（河川法関係）（資料） 〃                         59 

（４）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（バリアフリー法関係）（資料） 〃                     60 

（５）平成24年度建設部工事発注状況について           （資料） 〃   61 

（６）平成24年度除排雪計画について               （資料） 〃   62 

（７）都市計画の決定について                  （口頭）都市計画室 63 

（８）滝川市下水道条例の一部を改正する条例について       （資料） 〃   64 

（９）滝川市営住宅条例の一部を改正する条例について       （資料）建築住宅課 65 

（10）滝川市手数料条例の一部を改正する条例について       （資料） 〃   66 

（11）滝川市住宅施策推進検討会報告について           （資料） 〃   67 

（12）専決処分について                     （資料） 〃   68 

 69 

《経済部》  70 

（13）公の施設（サンライフ滝川）の指定管理者の指定について   （資料）商業観光課 71 

（14）滝川市丸加高原健康の郷専用水道に置く水道技術管理者の資格に関する条例について（資料） 〃   72 

（15）丸加高原健康の郷の運営について              （資料） 〃   73 

（16）横綱白鵬関プロジェクトについて              （資料） 〃   74 

 75 

《農政部》 76 

（17）平成24年産麦・米の出荷状況について            （資料）農 政 課 77 

（18）新規就農促進対策について                 （資料） 〃   78 

 79 

２．第４回定例会以降の調査事項について～別紙 80 

 81 

３．その他について   82 

 83 

４．次回委員会の日程について 84 

 85 

○ 閉  会 86 

 87 



 

１ 

 

 88 

第19回 経済建設常任委員会 89 

H24.11.30 (金)10：00～ 90 

第 一 委 員 会 室 91 

開  会 １０：００ 92 

委 員 長 おはようございます。これより第19回経済建設常任委員会を開会いたします。 93 

 委員動静報告 94 

委 員 長 まず、委員動静ですが、委員は全員出席です。議長並びに委員外議員として渡 95 

邊龍之議員、木下議員、清水議員の出席を許可いたします。傍聴として井上議 96 

員の出席を許可いたします。 97 

 １．所管からの報告事項について 98 

委 員 長 それでは、１、所管からの報告事項について、（１）、滝川市道路構造等条例に 99 

ついて説明を求めます。 100 

 （１）滝川市道路構造等条例について 101 

尾崎副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 102 

委 員 長 説明が終わりました。 103 

議案関連となっておりますので、ご留意ください。 104 

質疑ございますか。 105 

（なしの声あり） 106 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 107 

         （２）、滝川市都市公園条例の一部を改正する条例について説明を求めます。 108 

 （２）滝川市都市公園条例の一部を改正する条例について 109 

尾崎副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 110 

委 員 長 説明が終わりました。 111 

議案関連となっております。ご留意ください。 112 

質疑ございますか。 113 

（なしの声あり） 114 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 115 

         続きまして、（３）、地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募 116 

集について説明を求めます。 117 

 （３）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（河 118 

川法関係） 119 

芦澤副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 120 

委 員 長 説明が終わりました。 121 

質疑ありますか。 122 

（なしの声あり） 123 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 124 

         （４）、地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について説 125 

明を求めます。 126 

 （４）地域主権改革一括法の施行に伴う条例整備に関する意見募集について（バ 127 

リアフリー法関係） 128 

尾崎副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 129 

委 員 長 説明が終わりました。 130 

質疑ありますか。 131 



 

２ 

 

（なしの声あり） 132 

委 員 長 報告済みといたします。 133 

         （５）、平成24年度建設部工事発注状況について説明を求めます。 134 

 （５）平成24年度建設部工事発注状況について 135 

深瀬課長 （別紙資料に基づき説明する。） 136 

委 員 長 説明が終わりました。 137 

質疑ありますか。 138 

（なしの声あり） 139 

委 員 長 では、報告済みといたします。 140 

         （６）、平成24年度除排雪計画について説明を求めます。 141 

 （６）平成24年度除排雪計画について 142 

千葉副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 143 

委 員 長 説明が終わりました。 144 

質疑ありますか。 145 

窪 之 内     去年排雪が２セットできなくて１セットで終わった日もあったと思うのですけ 146 

れども、それはトラックの確保だったと思うのですが、排雪用トラックが18か 147 

ら54とかなり幅があるのですが、これは１日の幅なのですけれども、この辺の 148 

トラックの確保というのは現時点で何とも言えないのか、最大２セットは確保 149 

できるという見通しがあるのかどうかについてお伺いいたします。 150 

千葉副主幹    昨年度、12月にワンセットしか稼働できなかったのですが、今年度も滝川地区 151 

運送事業協同組合のほうとお話ししまして、２セット分の約44台分は確保して 152 

もらうようお願いしております。ただ、12月は繁忙期でどうしても、ダンプが 153 

まだほかの工事等ありまして、なかなか難しい状況ではございますが、確保し 154 

てもらうようにお願いはしていきたいと思っています。 155 

         以上です。 156 

委 員 長 ほかにありますか。 157 

（なしの声あり） 158 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 159 

         （７）、都市計画の決定について説明を求めます。 160 

 （７）都市計画の決定について 161 

千葉室長 都市計画決定について口頭にてご報告させていただきます。 162 

         去る５月28日の第13回の本委員会におきましてご報告申し上げました駅前関連 163 

でございますが、駅前広場の整備にかかわる都市計画の変更で、鈴蘭通、それ 164 

から道道である蔵前通線の変更並びに鈴蘭通にぶら下がる駅前広場の拡大の都 165 

市計画変更。また、８月23日の第14回の本委員会にご説明させていただきまし 166 

たコンパクトシティを目指すための都市計画道路の全面見直しに係る前段の手 167 

続であります車線数の決定、この２つが完了しました。先般11月27日付北海道 168 

告示第665号にて北海道知事の都市計画決定されたことをご報告申し上げます。 169 

         また、今後につきましては、駅前広場の整備につきましてこの計画決定を受け 170 

まして道による整備になるよう、道道昇格の要望、手続を進めてまいります。 171 

また、都市計画道路の全面見直しについても、年度内の都市計画決定に向けま 172 

して都市計画審議会並びに案の縦覧など、法手続を進めてまいる予定でござい 173 

ます。 174 

         以上です。 175 



 

３ 

 

委 員 長 質疑ありますか。 176 

（なしの声あり） 177 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 178 

         （８）、滝川市下水道条例の一部を改正する条例について説明を求めます。 179 

 （８）滝川市下水道条例の一部を改正する条例について 180 

山崎副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 181 

委 員 長 それでは、質疑をお受けいたしますが、議案関連となっております。ご留意く 182 

ださい。 183 

質疑ございますか。 184 

（なしの声あり） 185 

委 員 長 報告済みといたします。 186 

         （９）、滝川市営住宅条例の一部を改正する条例について説明を求めます。 187 

 （９）滝川市営住宅条例の一部を改正する条例について 188 

三吉副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 189 

林副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 190 

委 員 長 説明が終わりました。 191 

議案関連となっておりますので、ご留意ください。 192 

質疑ありますか。 193 

（なしの声あり） 194 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 195 

         次、（10）、滝川市手数料条例の一部を改正する条例について説明を求めます。 196 

 （10）滝川市手数料条例の一部を改正する条例について 197 

三吉副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 198 

委 員 長     １枚資料が抜けていますので、今配付します。 199 

         暫時休憩します。 200 

休  憩 １０：４４ 201 

再  開 １０：４６ 202 

委 員 長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 203 

         説明を続けてください。 204 

三吉副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 205 

委 員 長 説明が終わりました。 206 

議案関連となっております。ご留意ください。 207 

質疑ありますか。 208 

窪 之 内 低炭素型でない場合の建築申請と比べて多分高いのだと思うのですけれども、 209 

その高いところはこの優遇措置で十分相殺できるというふうに考えていいのか 210 

どうか、その辺のところだけお聞きしたいと思います。 211 

三吉副主幹 国交省から特に試算はされていないのですけれども、大体一般的な住宅に比べ 212 

て建設費は１割ぐらいふえると予想されております。ですが、この軽減措置と 213 

かと比較しても建設費のほうが上回ります。そのほかのメリットとしましては、 214 

エネルギーを使わない住宅ですので、冬場の灯油の使用量が少ないとか、そう 215 

いったメリットのほうがあります。 216 

         以上です。 217 

委 員 長     ほかにありますか。 218 

（なしの声あり） 219 



 

４ 

 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 220 

         （11）、滝川市住宅施策推進検討会報告について説明を求めます。 221 

 （11）滝川市住宅施策推進検討会報告について 222 

伊藤主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 223 

委 員 長 説明が終わりました。 224 

質疑ありますか。 225 

（なしの声あり） 226 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 227 

         （12）、専決処分について説明を求めます。 228 

 （12）専決処分について 229 

高瀬技監 （別紙資料に基づき説明する。） 230 

委 員 長 説明が終わりました。 231 

議案関連となっております。ご留意ください。 232 

質疑ありますか。 233 

（なしの声あり） 234 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 235 

         以上で建設部の案件は終了いたします。 236 

         所管の入れかえをいたしますので、５分間休憩いたします。11時５分に再開し 237 

ます。 238 

休  憩 １１：００ 239 

再  開 １１：０７ 240 

委 員 長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 241 

         北海道新聞の傍聴を許可いたします。 242 

         （13）、公の施設（サンライフ滝川）の指定管理者の指定について説明を求め 243 

ます。 244 

 （13）公の施設（サンライフ滝川）の指定管理者の指定について 245 

青木主査 （別紙資料に基づき説明する。） 246 

委 員 長 説明が終わりました。 247 

議案関連となっております。ご留意ください。 248 

質疑ありますか。 249 

（なしの声あり） 250 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 251 

         （14）、滝川市丸加高原健康の郷専用水道に置く水道技術管理者の資格に関する 252 

条例について説明を求めます。 253 

 （14）滝川市丸加高原健康の郷専用水道に置く水道技術管理者の資格に関する 254 

条例について 255 

浦川課長 （別紙資料に基づき説明する。） 256 

委 員 長 説明が終わりました。 257 

議案関連となっております。ご留意ください。 258 

質疑ありますか。 259 

窪 之 内 現状はどういう職員を置いているのか、その状態、丸加に行っている人がそう 260 

だとは思えないのですけれども、そういう状況についてだけお伺いいたします。 261 

浦川課長 大学等で土木工学等の学科を卒業して、ここに書いてある実務経験年数を有す 262 

る職員、基本的に建設部の方とか、そういった方が多いのですけれども、今専 263 



 

５ 

 

用水道で丸加高原健康の郷とそらぷちキッズキャンプに水道を供給しているの 264 

ですが、総務部も絡んでいまして、今総務部の千田参事がこの資格を有する者 265 

ということで、以前経済部におりましたが、そのまま現在も水道技術管理者と 266 

して任命しております。 267 

委 員 長 ほかにありますか。 268 

（なしの声あり） 269 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 270 

         （15）、丸加高原健康の郷の運営について説明を求めます。 271 

 （15）丸加高原健康の郷の運営について 272 

浦川課長 （別紙資料に基づき説明する。） 273 

委 員 長 説明が終わりました。 274 

質疑ありますか。 275 

窪 之 内 市民懇談会をつくって丸加をどうするかということを進めてきて、その意見が 276 

３つに集約されたというふうになっているのですが、そういう結果を受けて、 277 

市の対応は事業運営から撤退するという結論にしたということなのですよね。 278 

ちょっと驚きなのです。事業運営から撤退するということは、その後の方針も 279 

含めて余りよくわからないのです。それで、一方では再生協議会が市民税１％ 280 

の50万円のお金をもらって丸加高原健康の郷をどうするかという、そういう提 281 

案をしようと今しているわけです。そういうのも全部民間任せにして、役所は 282 

全く知らないということなのか、無責任なのかなという気が物すごくしている 283 

のですけれども、その辺撤退というのはどういうふうに受けとめればいいのか 284 

というのが１つと、今臨時職員が何月からか配置されて、地元出身の青年が観 285 

光ルートの開発や観光客の受け入れを一生懸命頑張っているのです。だから、 286 

その彼や何かから見れば、来年度もそういういろんな観光ルートはあそこの場 287 

でいろいろやっていきたいという思いがあって、丸加だけではない、ランタン 288 

なんかにもかかわっているのだけれども、今やっている臨時職員は来年度に向 289 

けてどういうふうに考えられているのか。 290 

         まず、大きく２点お伺いします。 291 

浦川課長 市民懇談会からいただいたご意見としまして、ここでは３つほどに集約してま 292 

とめております。市としてこういったことをやることで検討を重ねてきました。 293 

観光牧場、具体的にそれが可能かどうか、事業者の方等が参入して、この観光 294 

牧場の事業については一元的な判断はできないのですけれども、市営牧場の今 295 

後のあり方、民間参入の条件が整うのかどうなのか、それから畜舎等、必要な 296 

施設整備、現在羊の館というのがあるのですけれども、そういったもの以外に 297 

土地の提供が可能なのかどうなのかというようなことも検討されてきました。 298 

民間事業者からの目線では、現状のままではちょっと規模が小さ過ぎてちゅう 299 

ちょせざるを得ないような状況だというふうなことを聞いております。 300 

         食品加工製造販売事業の方についても、景観等を売りにして商品を製造し、売 301 

っていきたいということでかなり踏み込んだ議論もしてきたのですが、この場 302 

合は施設がある程度でき上がった施設ですので、そこに製造を持ち込むことが 303 

なかなかうまくいかないし、いきなり全て製造をあそこでできるというもので 304 

はなくて、段階的にやる場合に市の施設としてどこまで貸与なり使わせてもら 305 

って、残りの部分をどういうふうに運営していくかというようなことで検討し 306 

てきたのですけれども、結果的に施設がちょっと中途半端だということで、食 307 
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品製造業の方もちゅうちょしたということです。レストランの方については、 308 

２団体ほどいらっしゃいまして、１団体は各議員さんのほうにも何か文書等を 309 

送付したというふうに聞いていますが、丸加高原伝習館を従来のような指定管 310 

理でやるのなら、ぜひやりたいということで、市内の方と札幌の会社の経営者 311 

の方がいらっしゃって、お話を伺っていました。先方の希望としては、従来ど 312 

おり市が管理代行負担金2,000万円とか3,000万円を出した上であればやりたい 313 

のだけれどもというお話でしたけれども、今指定管理として続けていくという 314 

ことはちょっと検討していませんということ。貸与でやっていただくことは公 315 

募したいと考えていますが、指定管理としては考えていませんということをお 316 

話ししたところ、やはり魅力がなくなるというか、興味を失ったというか、そ 317 

のような状況です。それから、市内レストランのオーベルジュをやりたいとお 318 

っしゃっている方も、やりたいという意向は持ちつつも、今の段階では流れて 319 

いるような状況です。 320 

         それで、市民団体等が多様なソフトを運営できる場として、市直営のまま公共 321 

施設のままやっていくかと、最低限の施設運営をやっていけないかということ 322 

で理事者を含めて議論しているところなのですけれども、20年間やってきて結 323 

局こういう結果になってしまったと、観光牧場事業としても、あるいは宿泊、 324 

レストラン経営としても結果的にはうまくいかなかったのだと、それをまた同 325 

じようなことをやるということは認められないということで、新たに何か全く 326 

違った視点でこの施設を運営していけるような施設、まだ使えないわけではな 327 

いので、そういったところをまず探してみるということを第一義的に考えて、 328 

来年度全国に公募したいと考えております。その上で、民間事業者としても出 329 

てくるところがなかったり、手を挙げたとしても持続性がないようなところで 330 

あれば、そこは選定せずに、市民活動の場といいますか、地域の方々があそこ 331 

でいろんな活動を行うことによって外客を誘致できるような、うまく説明でき 332 

ないのですが、みんくるのような、あれは町なかにありますけれども、ああい 333 

うものの野外版ということで、市民があそこで何かやっているというような場 334 

をつくることによって人を誘致できないかということで考えています。 335 

         それから、民間団体の再生協議会が１％事業で50万円の補助を受けて、計画を 336 

つくろうということで進めております。この再生協議会も市の結論、方向性を 337 

待って事業計画をつくるということで今補助の決定は受けているのですけれど 338 

も、お金には手をつけていないです。市の方向性において50万円使うか使わな 339 

いか、使うとしても一部使うかというようなことでやっていきたいということ 340 

でお聞きしています。 341 

         臨時職員の配置なのですが、丸加高原健康の郷のソフト部門ということで、そ 342 

ういうスタッフが必要だということで、ことしから配置しております。具体的 343 

な活動、ガイド活動が積極的になったのは後半からわずか何カ月だったのです 344 

けれども、ガイドとして396人の方、それからご案内で258名、合計654名の方に 345 

コスモスのお話ですとか、そらぷちのお話ですとか、自然観察の森、あるいは 346 

羊についてなどをご案内して、大変好評を得ております。ガイド、案内した団 347 

体には滝川市内の団体もありますが、約半分は市外の団体です。それから、夏 348 

休みのソフト事業、あるいは単発のイベントですけれども、羊の関係のイベン 349 

ト、これはつい先週でしたけれども、落ち葉をキーワードとしたイベント、そ 350 

れから夏にはグリーンスプーンフェスティバルという音楽イベント、それと直 351 
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接ではないのですけれども、そらぷちウオークもことし丸加高原でイベントと 352 

して開催していただきました。観光セクションとして、やはりそういったソフ 353 

ト事業は必要だと思っています。来年度もそういうことは継続していく予定で 354 

おりますけれども、基本的に来るかどうかわからないと言ったらちょっと無責 355 

任かもしれませんが、民間が参入してもいいように、当面は丸加高原伝習館で 356 

やりますけれども、オートキャンプ場は３年間は継続するつもりですので、オ 357 

ートキャンプ場を大きなステージというか、中心の場所として運営し、オート 358 

キャンプ場の利用拡大も含めてソフトを展開していきたいというふうに考えて 359 

います。 360 

窪 之 内 市が運営事業から撤退ということになると、例えば現在の人的な配置は必要な 361 

い。必要ないというのは、これだけの人数は必要ない。事業撤退するのだから、 362 

草刈りも何も要らないのでないかとか、その辺のことがよくわからないという 363 

のと、地元の住民や市民はどんなふうに思うのかなと。事業撤退しました。失 364 

敗したから撤退しましたと、それでいいのかなと。公募すると言っているけれ 365 

ども、公募の可能性もないかもしれないと言っているときに、再生協議会も全 366 

然進んでいないという話を聞いているのです。再生協議会のグリーンヒル丸加 367 

も、地元との意思疎通がないままやったということもあって、結局来店者も当 368 

初１日20か25名の予定だったと思うのですけれども、半分程度に終わってしま 369 

ったのかなと思って、だから役所はあの施設をどうするのかと、もう何にも改 370 

修しないのかと、施設ぼろぼろですから、危険なところは一定改修するけれど 371 

も、ほかはもう全然改修しない。だから、あそこにあるパークゴルフ場から何 372 

から、何ももう手をつけないと、そういうことが撤退という意味なのか。ただ、 373 

どういう条件を出して公募するのか、どこかの団体がどこを使いたいといった 374 

ときには、例えばそうやって来て、丸加の伝習館のあそこを使いたいというこ 375 

とになれば、市としても一定のお金をかけるという気持ちがあるのか、それも 376 

全部民間に任せてやろうということなのか、その辺の考え方をお伺いしたいと 377 

思います。 378 

浦川課長 資料には撤退という言葉を書いていて、どう説明していいか、撤退という言葉 379 

がうまく説明できないのですけれども、レストラン、宿泊、お風呂といった、 380 

ああいう形態の観光施設、観光事業からは撤退したいと、地域の文化や風土な 381 

んかを学習する場として、それが観光事業なのか、それは社会教育なのではな 382 

いかというようなご批判を受けるのではないかなということで、ちょっと説明 383 

がうまくできないのですけれども、従来型の伝習館でやってきた観光事業から 384 

は撤退したいと。まだ施設は使えますから、その施設を活用してそういった事 385 

業あるいはもっともっと外客を呼べるような事業ができるという民間、これは 386 

多分大手でないと難しいのではないかなと正直思っていますけれども、そうい 387 

った方をまずは公募ということでチャレンジさせていただきたいと考えていま 388 

す。その上で、やっぱりあらわれなかったというか、根本の方向性としては、 389 

どこかのまちでやっているような温泉施設でも宿泊施設とかそういう観光施設 390 

ではなくて、そういったところは撤退して、もうちょっと片意地を張らないや 391 

わらかい形で事業といいますか、集客できるような、地域の活性化ができるよ 392 

うな、あるいは市民や団体の活動ができるような場を設置できないかというふ 393 

うに思っております。その前段として、可能性は追求したいということで公募 394 

を来年はチャレンジさせていただきたいということです。 395 
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         それと、再生協議会も進んでいないということ、進め方にも問題があるのかも 396 

しれませんが、お金の使い方については十分注意して、場合によっては50万円 397 

を返還するようなことも最悪考えているということで、ただ市の方向性をまだ 398 

正式には説明していませんので、この常任委員会が終わった後に説明させてい 399 

ただいて、その上で何か提案をするような活動をするといった場合にはそうい 400 

った事業に取り組みたいと思っています。 401 

         草刈り等の管理についてなのですけれども、それは公募の条件によると思うの 402 

ですけれども、今まで民間の方とお話ししてきた中では、やはり環境整備とい 403 

うのは行政がやってくれるのだろうかというところが多くありました。それか 404 

ら、我々の立場としても、観光事業からは撤退するのですけれども、あそこの 405 

景観の維持というのはやはり行政の役割としてやっていかなければならないの 406 

だという認識はあります。25年度公募をしますけれども、すぐに事業者が見つ 407 

かるわけではありませんので、当分の間は外構、景観の整備は続けていきたい 408 

というふうに考えております。公募の条件等につきましては今後検討していき 409 

ますけれども、民間が入ればいいのでしょうけれども、何でもいいというわけ 410 

ではありませんので、地域の方、団体の利用、そういう目的の施設、そういう 411 

部屋もありますから、そういったこともある程度の条件はつけつつ、入りやす 412 

いような、参入しやすいような公募条件をつくれればと考えております。空知 413 

振興局のほうにそういう考えで補助の関係の調整のお話はしているのですけれ 414 

ども、具体的にならないと補助側の取り決めといいますか、そういったことが 415 

整理できませんので、具体化していく中で補助サイドも調整しながら条件をつ 416 

くっていきたいと考えています。 417 

窪 之 内 先ほどみんくるの江部乙版の話がちょっと出ていて、これは今江部乙研究会の 418 

方たちや何かの話とかいろいろ聞く中で、私はみんくるの江部乙版が欲しいと 419 

いうふうに思っていたのです。ただ、あそこはだめなのです、行けるところで 420 

はないから。それで、考えてみても、あそこはみんなが集まる場所ではないで 421 

す。まちの中にみんくるの江部乙版を私はつくるべきだと思っているのが１点 422 

と、さっきもちょっと言ったけれども、パークゴルフ場はもう使わないという 423 

ことで、草刈りもあそこはしないと、環境整備程度はするけれども、あとはし 424 

ないということなのだと思うので、そこの確認と、それと江部乙研究会が今江 425 

部乙全体の丸加も含めた活性化プランを２年間かけて民間の資金援助でやって 426 

いるので、ここに滝川市の丸加の考え方というのをきちんとお伝えをすべきだ 427 

というふうに思うのですけれども、その辺の考え方についてお伺いします。 428 

浦川課長 みんくるの江部乙版ということでご説明しました。みんくるの場合は、どちら 429 

かというと地域コミュニティ、多分江部乙研究会で話されているのも地域のコ 430 

ミュニティの場として求められていると思うのですが、経済部で考えているの 431 

はテーマコミュニティということで、社会教育と、そういう分野ではないかも 432 

しれませんが、自然体験、野外学習等、そういったテーマのコミュニティ的な 433 

場として自由に行けるような場所、そういった活動をされているのは江部乙の 434 

方でもたくさんいらっしゃいますけれども、そういったことを考えております。 435 

         それから、パークゴルフ場についてなのですが、一応ことしも、用具の貸し出 436 

し等は行っていませんけれども、草刈り等は行っています。用具の貸し出し等 437 

を続けるかどうかというのは、予算までにははっきりさせますが、環境はパー 438 

クゴルフ場も含めてちゃんと整備していきたいと考えています。 439 
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         それから、江部乙研究会との関係なのですが、うちの職員も研究会の中に入っ 440 

ておりますし、前回の会議の中でも市の方向性についてどんなことなのかとい 441 

う確認をされていまして、それが研究会の中で市ではこういうふうに考えてい 442 

るようですということの報告もされております。そういった調整は今後もとり 443 

ながらやっていきたいと思っています。 444 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 445 

（何事か言う声あり） 446 

委 員 長 清水委員外議員、要点を説明してください。 447 

清水委員外議員 民間公募の形式、億単位というものの概要、25年度公募前の議論のあり方、以 448 

上です。 449 

委 員 長 清水委員外議員より質疑の申し出がありましたが、これを許可してもよろしい 450 

ですか。 451 

（異議なしの声あり） 452 

委 員 長 それでは、２分間でお願いします。 453 

清水委員外議員 まず、民間公募と言われますが、法令上の形式について伺います。 454 

         ２点目、億単位と言われますが、概要について伺います。 455 

         ３点目、検討結果と方針というものは、まさに撤退という言葉が入っており、 456 

きょうはマスコミも来ておりますので、非常に不適切だと、常任委員会でも初 457 

めてこういうことを伝えられて、撤退ということはまずこの場で私は撤回すべ 458 

きだと。25年度公募についても、それは今後何回か常任委員会をやってという 459 

ふうに進めていくべきではないか。 460 

         以上です。 461 

浦川課長 民間公募のあり方につきましては、条例を改正しなければならないと考えてい 462 

ます。基本的には、公の施設を廃止して普通財産とした上で貸与することで公 463 

募させていただきたいと考えています。当面公募が決定するまでの間は、現在 464 

のような使い方、市民サービスの提供の仕方をさせていただきたいと思ってい 465 

ますので、公募が整うようになった段階で条例改正等の手続をさせていただけ 466 

ればと考えています。 467 

         改修費等の億単位ということなのですが、正確な設計、具体的な設計、ここを 468 

こう直すという設計はしていないのですけれども、１坪当たり30万円、普通の 469 

20年経過した施設として、概算ではありますけれども、１億5,000万円はかかる 470 

だろうと。そこで、間取りといいますか、部屋でトイレがないという旧式のタ 471 

イプをニーズからいって抜本的に変えなければならないような状況と、それか 472 

らトイレが小さくて狭いということで、ことしお客さんは余り来ていないので 473 

すけれども、それでもやっぱり苦情が多くて、そういった水回りのことにまた 474 

かけなければならないということを考えていたのですけれども、そこまで投資 475 

はできないのではないかという判断をしました。 476 

         25年度公募前の議論のあり方につきましては、今後市民懇談会等、あるいは市 477 

民のご意見を聞く場を設けた上で整理させていただいて、逐次常任委員会等に 478 

は報告させていただきたいと思っております。 479 

         撤退というふうに資料で印刷しております。この言葉が適切ではないというこ 480 

とは、自分でも感じております。 481 

清水委員外議員 つまり普通財産とするということは、今滝川市の施設ではどんな事例があるの 482 

か。 483 
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         また、億単位の点については、抜本的にやる場合は1.5億円では済まないと、要 484 

するにここで言うホテル等経営者なんかの意見を聞いたような改修だとどの程 485 

度かかるのか。 486 

         以上です。 487 

浦川課長 普通財産の事例としましては、観光施設でということですか。 488 

             （「どこでもいいのだけれども、普通財産として貸している」 489 

と言う声あり） 490 

浦川課長 例えば学生会館ですとか、旧江部乙中学校です。 491 

 改修費の関係なのですけれども、民間の事業者のお話では前提として民間の方 492 

が再投資することで考えていましたので、民間の方の具体的なことを反映した 493 

というわけではないのですが、市として事業をやる上でも最低限やっていかな 494 

ければならないこととしてかなりの経費をかけなければならないということで、 495 

そういったことからレストランあるいは宿泊というものを諦めなければならな 496 

いのでないかというようなことを判断したところです。 497 

清水委員外議員 ２年前まであれだけ利用されていたわけです。4,000万円ぐらいの市の費用をか 498 

けていたと、それで何で悪いのだと、私はそう思うのです。宿泊等が２年前ま 499 

でのような状態でできるようにするためには幾らぐらいかかるのか。 500 

浦川課長 指定管理をしていたころのレベルにするのにも、概算ですけれども、一般的な 501 

修繕、改修費として坪30万円の概算でいきますと１億5,000万円というようなこ 502 

とで考えております。 503 

清水委員外議員 それでは、きょうの発表としては、１つは改修してやろうとすると１億5,000 504 

万円で数年前までの状況には戻せる。その方向を残しつつ、普通財産として民 505 

間のいろんなアイデアを公募して、丸加高原を市として運営し続けるというふ 506 

うに発表するのが筋、適切ではないでしょうか。 507 

浦川課長 ２年前、要するに指定管理していたときの状況のために１億5,000万円かけるの 508 

は、行政側としては適切ではないというふうに判断しまして、そういった事業 509 

からは手を引くと、そのかわりその施設を使ってもらえる民間を探すことによ 510 

って施設を使っていただけないかということと、それがだめな場合は少し従来 511 

のやり方とは違う形で施設の集客を図っていきたいという考え方です。 512 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 513 

         次、（16）、横綱白鵬関プロジェクトについて説明を求めます。 514 

 （16）横綱白鵬関プロジェクトについて 515 

浦川課長 （別紙資料に基づき説明する。） 516 

委 員 長 説明が終わりました。 517 

質疑ありますか。 518 

坂  井 ９月20日の白鵬の報告の際に質問させていただいた経緯もありますが、あえて 519 

質問させていただきますが、前回5,000円払って来る見込みについてお伺いした 520 

のですけれども、今回参加者が357名だったということで、販売額と当日の経費 521 

についてお伺いします。 522 

         それと、農産加工品などの滝川特産品のＰＲ、販売ということで当日のそれの 523 

販売額、これに関してもお伺いいたします。 524 

         それと、この趣旨といたしまして滝川市の農産加工品などの特産品への理解を 525 

深める観光物産ＰＲということで、それに来ていただいた方が今後購入する際 526 

の具体的なあっせんはどのようにしたのかについてお伺いします。 527 
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         以上です。 528 

浦川課長 済みません、収支状況のまとまったものの手持ちがありませんので、改めてご 529 

説明に伺わせていただきたいと思います。 530 

         それから、各団体等の販売額についても今手持ちがないので、改めてご説明さ 531 

せていただきたいと思います。 532 

         今回の会場に来ていただいた方の今後のＰＲ、購入方法につきましては、それ 533 

ぞれ販売店等で努力していただいたのですけれども、こういう店で売っていま 534 

すというようなチラシを、滝川市もまとめたものをつくっていますし、各個店 535 

も名刺大のようなカードをつくったりしてＰＲをしたところです。 536 

         以上です。 537 

委 員 長 今の資料は机上配付することでよろしいですか。 538 

（異議なしの声あり） 539 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 540 

窪 之 内 名誉観光大使という制度は初めてなので、名誉観光大使とはどういう役割を持 541 

つものなのかということと、今までの観光大使のように予算をつけて何らかの 542 

活動をしてもらうということなのかについてお伺いします。 543 

浦川課長 名誉観光大使としましては、３年間の観光大使としての活躍をたたえて贈りた 544 

い称号というもので、具体的な活動はないです。観光大使は具体的な活動を伴 545 

うものですけれども、名誉観光大使は称号というような位置づけです。ただ、 546 

何か滝川市の記念式典に日程が合えばお招きしたり、あるいは横綱本人が新た 547 

な記録を樹立したりするなどして滝川市民としてお祝いをするような場がある 548 

ときに、来ていただくようなことを考えております。 549 

窪 之 内 最後のほうなのだけれども、名誉観光大使の称号だけで十分で、滝川をＰＲし 550 

てもらおうというときに、白鵬が優勝したからお金をかけて来てもらってお祝 551 

いするというのは観光大使の趣旨から外れているので、その辺は検討し直して 552 

いただきたいと思いますが、お考えについて伺います。 553 

浦川課長 余りそういう機会は正直ないのかなと思いながら、横綱側もまだ滝川のほうに 554 

来て市民の皆さんと交流したいというようなお考えもあるようです。ただ、来 555 

年度以降は実行委員会は解散しますし、予算は持ちませんので、どういう機会 556 

で、あるいはお招きするときも行政負担だけでやるのかどうか、行政負担でや 557 

るということを考えていませんので、市民レベルというようなことも一つの方 558 

法として考えております。 559 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 560 

三  上 先日道内視察に議員で行ったときにちょっと話題になったのですが、このとき 561 

に深川へ行っていますよね。この辺は経費とかそういった部分ではどのように 562 

なっているのか、ちょっと説明願います。 563 

浦川課長 私たちもこの日は早く帰らなければならないという日程だけ聞かされていまし 564 

て、深川に行くというのは前回の委員会のちょっと前に聞いたのですけれども、 565 

そういうことであれば経費負担は旅費条例に準じて、滝川に来るまで、滝川に 566 

いるまではうちの実行委員会の負担でさせていただきますと、滝川から離れた 567 

後については先方の負担でお願いしますということで、具体的に言うと２泊目 568 

の宿泊以降、帰りの旅費も含めて、先方、深川の大学になるのかどこか承知し 569 

ておりませんけれども、そちらのほうで負担するということになっておりまし 570 

て、支出はしておりません。 571 
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三  上 経費の部分もあるのですが、大体知らされていないというのがちょっとおかし 572 

い。どういう意図で、来たついでに行きたいとか行ったとかというのはわかる 573 

のですが、その辺に何かあるのかなと思ってしまうのです。どうですか。 574 

浦川課長 地域振興アドバイザーから聞いている話ですけれども、横綱がもともとシーベ 575 

リーを北海道で植えられないかということで言っていらっしゃいまして、実行 576 

委員会のほうでもそういう話はされていたようなのですが、滝川地域としては 577 

シーベリーにはなかなか手を出せないというような考え方でずっと進んでいま 578 

した。それで、それが深川の大学のほうでやっていただけるということになっ 579 

たことから、植樹というのですか、それに行くということで聞いております。 580 

シーベリー自体は研究過程で使って、商品化されれば深川に限らず地域全体で 581 

使えるのではないかというようなこともおっしゃっていましたけれども、そん 582 

なような中身になっています。 583 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 584 

（なしの声あり） 585 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 586 

         それでは次に、農政部より（17）、平成24年産麦・米の出荷状況について説明を 587 

求めます。 588 

 （17）平成24年産麦・米の出荷状況について 589 

菊田副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 590 

委 員 長 説明が終わりました。 591 

質疑ありますか。 592 

（なしの声あり） 593 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 594 

         （18）、新規就農促進対策について説明を求めます。 595 

 （18）新規就農促進対策について 596 

中島部次長 （別紙資料に基づき説明する。） 597 

委 員 長 それでは、質疑ございますか。 598 

（なしの声あり） 599 

委 員 長 報告済みといたします。 600 

         ２．第４回定例会以降の調査事項について～別紙 601 

委 員 長 それでは、２、第４回定例会以降の調査事項について、別紙をごらんください。 602 

この調査項目でよろしいですか。 603 

（異議なしの声あり） 604 

 ３．その他について 605 

委 員 長 次に、３、その他について、事務局から何かございますか。 606 

（なしの声あり） 607 

委 員 長 委員の皆さんから何かございますか。 608 

（なしの声あり） 609 

 ４．次回委員会の日程について 610 

委 員 長 それでは、次回委員会の日程についてですが、12月11日13時30分より開催いた 611 

します。追加議案にかかわる案件です。 612 

 それでは、以上をもちまして第19回の経済建設常任委員会を閉会いたします。 613 

         お疲れさまでした。 614 

閉  会 １２：２３ 615 


